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○議長（廣野房男君） 皆さん、おはようございます。 

   早朝より、御審議、御苦労さまです。 

   ここで、お諮りします。 

   本日、議場において、議会だより用の写真撮影をするため、議会事務局職員が議場内

にカメラを持ち込みたいと思います。 

   これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者多数） 

○議長（廣野房男君） 異議なしと認めます。 

   したがって、議会事務局職員が議場内にカメラを持ち込むことは許可することに決定

しました。 

   写真撮影は質問者を随時取りますのでよろしくお願いします。 

   次に、御報告いたします。９番、鈴木久夫議員は、疾病のため、本定例会の全ての会

議を欠席する届出がありましたので御報告いたします。 

   これから本日の会議を開きます。 

                             開議 午前 ９時０１分 

   本日、説明のため出席を求めた理事者は１５人であります。 

────────────────────────────── 

  日程第１ 

○議長（廣野房男君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

   会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定によって、１４番 丸山千代子議員及

び１５番 都築幸夫議員を指名します。 

──────────────○─────────────── 

  日程第２ 

○議長（廣野房男君） 日程第２、一般質問を行います。 

   会議規則第５５条及び第５６条の規定によって、質問時間は一人３０分以内とし、質

問回数の制限は行いません。答弁時間も３０分以内とします。 

   質問者も答弁者も要領よく簡単明瞭にし、質問内容は通告の範囲を超えないようお願

いします。 

   それでは、先日に引き続き、通告順に質問を許します。 

   初めに、１４番丸山千代子議員の質問を許します。 

   １４番、丸山議員。 

○14番（丸山千代子君） おはようございます。 

   通告に基づきまして、順次質問をしてまいります。 

   まず一つ目は、学校給食費無償化の実施についてであります。 

   コロナ禍の後、米や食料品、日用品など、物価高騰はとどまることなく家計を直撃し

ております。子育て世代では、さらに経済的負担が大きくなってきております。学校給

食費の無償化は、子育て支援と同時に、憲法２６条の義務教育はこれを無償とするとい

う立場からも、学校給食費の無償化を求めるものであります。 

   学校給食費無償化は、これまで市町村が独自に取り組み、これが全国各地へと広がっ
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てきているわけでありますが、市民の運動や市町村独自の取組が広がり、国、自民党な

ども学校給食費の無償化について、令和８年度を目指すと言っております。 

   そこで質問をします。国の動向、無償化に向けての進捗状況はつかんでいるのかお答

えください。 

○議長（廣野房男君） 教育部長。 

○教育部長（山本晴彦君） 学校給食費無償化の３党合意につきましては、インターネット

の情報などから、まずは小学校を念頭に地方の実情等を踏まえ、令和８年度に実現する

としている旨を先の定例会にて答弁させていただきましたが、その後、具体的な事業内

容の通達やネット情報などは、現段階におきましても変わりなく、情報のない状況でご

ざいます。 

○議長（廣野房男君） １４番、丸山議員。 

○14番（丸山千代子君） そのような状況の中で、選挙が終わってから学校給食費の無償化

というのがトーンダウンしてきているわけでございますけれども、しかしながら、国の

ほうでは、令和８年度を小学校からということで進めているということを伺っているわ

けでございますが、この辺のところが今、町長は国のほうにも陳情に行かれているわけ

でありますけれども、そうした状況というのは全くつかまれてないということなんでし

ょうか。 

○議長（廣野房男君） 教育部長。 

○教育部長（山本晴彦君） 全く、つい最近にもインターネット情報等を確認しております

し、近隣市の状況も確認しておりますけども、動きのほうは確認できていない状況でご

ざいます。 

○議長（廣野房男君） １４番、丸山議員。 

○14番（丸山千代子君） 町長は国に合わせて取り組みたいという考えを答弁をされており

ます。こうした状況の中で、実際、町長はどういうお考えでおられるのか伺いたいと思

います。 

○議長（廣野房男君） 町長。 

○町長（成瀬 敦君） 今、事務局、そして議員の方から、丸山さんからお話ありましたよ

うに、国の教育の無償化の流れは止められないと思っております。そういった中で、国

の今後の方針が多分無償化に向けて、着実に進むと思いますけども、今、事務局からお

話ありましたように、まだ具体的な話が下りてきておりません。そういった中で、国の

流れに沿いながら、我が町につきましても進めていきたいということで、町独自で進め

るということになりますと、２億円近いお金が小中学校の関係で出てくるわけでござい

ます。また、逆に無償化がもし実行されたとしても、一般財源、町費の持ち出しは当然

あり得ると思っております。それには当然追随していくことは間違いありませんけれど

も、現時点においては国の流れを注視しながら進めていくほうが得策だという考えで今

現在ではおります。 

○議長（廣野房男君） １４番、丸山議員。 

○14番（丸山千代子君） 町独自でも取り組むということはないということでありますけれ

ども、愛知県におきましても、県議会のほうでも学校給食費の無償化を求めると、こう
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いうような質問なども出てきているわけであります。 

   そういう中でこの愛知県が半額補助をすると、これが１億円になるというようなこと

も答弁もされているわけであります。そういうことで、やはりですねこれは愛知県に対

しても要求をしていく、補助を要求していくと、こういう考えというのはないんでしょ

うか。 

○議長（廣野房男君） 町長。 

○町長（成瀬 敦君） 今、お話ありましたように、愛知県の動きもあるということでござ

います。愛知県もそれなりに無償化についての考え方を進めてくださるという中で、し

っかりと受け止めていきたいと思いますし、また、それを国のほうに動かしていくため

の要望だとか、また、愛知県独自の政策があれば、そこに追随するという考えは私にと

ってもとても有効な判断だと思っております。 

   小中学校どちらの順番から無償化されるか分かりませんけども、一応小中という流れ

でございます。町独自で進めるということについては、先ほど来、申しましたように、

まだ難しい段階であります。ただ、安城はやっておられますけれども、近隣では岡崎、

蒲郡、西尾等もまだ具体的な動きに至ってないという、現段階で私はそういう情報を得

ておりますので、その流れもつかみながら、また、県の流れもつかみながら、小中学校

の給食費の無償化については鋭意取り組んでいく所存でございます。 

○議長（廣野房男君） １４番、丸山議員。 

○14番（丸山千代子君） 国は小学校からというようなことを言っているわけでありますけ

れども、やはりこれは小中学校合わせて学校給食費の無償化をと、国のほうの補助はそ

のようになるわけでございますが、町独自としては小中学校合わせて学校給食の無償化

をという考えに立つべきではないんでしょうか。その辺についてもお伺いをいたしたい

と思います。 

○議長（廣野房男君） 町長。 

○町長（成瀬 敦君） 無償化を同時に行うということにおいて、小中同時進行ということ

であるほうのが私はベターだと思っておりますし、そのような考え方を促していきたい

とは思っております。 

   以上です。 

○議長（廣野房男君） １４番、丸山議員。 

○14番（丸山千代子君） 町長は、国が学校給食の無償化、これを取り組むに当たって、国

が小学校からと言っているわけでありますけれども、幸田町においては、小中合わせて

学校給食費の無償化を取り組みたいと、この確認でありますけれどもいかがでしょうか。 

○議長（廣野房男君） 町長。 

○町長（成瀬 敦君） そのような考え方でよいとは思いますけれども、国の動向に準じて

いくという原則がまずございますので、それに合わせながら、もちろん小中という考え

方も私なりには要望の中でしっかりと国、県に上げていきたいと思っております。 

   以上です。 

○議長（廣野房男君） １４番、丸山議員。 

○14番（丸山千代子君） 国のほうはなかなか令和８年度実施ということを明らかにしてい
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ないわけでありますけれども、町長は国の動向に合わせて実施をするという考えという

ことが分かったわけでありますけれども、しかしながら、今、そうした学校給食費の無

償化の流れっていうのは全国各地へと広がってきております。そういう状況の中で、や

はりこれは国に先駆けて学校給食費の無償化、これを取り組むべきだと私は思います。

そうした中で、この考えになぜ立てないのかということでありますけれども、無償化に

取り組めない理由というのは何でしょうか。 

○議長（廣野房男君） 町長。 

○町長（成瀬 敦君） まず第１に、多大な経費を要するということもございますし、また、

給食費の無償化の中で、給食費そのもののやっぱり質、内容そのものも現行どおり子ど

もたちにとって、健康によい食事になるというような視点も十分考えなくてはならない

ということでございます。そういった意味で、国の流れにも添いたいとは言っておりま

すけれども、独自で考えを持つという視点には立てないということでございますので、

よろしくお願いします。 

○議長（廣野房男君） １４番、丸山議員。 

○14番（丸山千代子君） 物価高騰の中で食材費の高騰も続いてきております。こういう中

で、無償化に逆行するように学校給食費の引上げ、値上げというのも一部には出てきて

いるわけですし、また同時に、この給食の献立内容がカロリーだけを重視をして、内容

に全く充実させてないと、こういう状況も報道もされております。 

   幸田町におきまして、来年度、この学校給食費の引上げと、こういう考えについてど

う考えられているのか、それとも食材費をきちんと一般会計の中から出して、そして値

上げを抑えていくと、そういう考えがあるのかどうか伺いたいと思います。 

○議長（廣野房男君） 教育部長。 

○教育部長（山本晴彦君） 物価高騰による保護者の負担金等につきましては、先の定例会

でも私述べさせていただいたように、値上がりしているのは事実でございますけども、

給食費、物価高騰による給食費を超える食材費につきましては、公費負担として給食費

の保護者負担は現状維持したいと現在も考えております。 

   またあの給食の質だけではなく、量を減らすことがないようにという御心配につきま

しても、給食の質、量を落とさずに、児童、生徒の栄養バランスの取れた学校給食を今

後も提供できるように努めてまいります。 

   結果的に給食センターへの経費につきましては上がることが見込まれますので、予算

の要求をして、給食の中身に影響しないように努めてまいります。 

○議長（廣野房男君） １４番、丸山議員。 

○14番（丸山千代子君） 学校給食費、学校給食において、子どもたちがやはり給食を楽し

みに待っていると、こういう状況の中で、１日３食の中の貴重な１食であります。そう

いう中で、やはりそうした内容の質を落とさず、また、値上げもせず実施をしていただ

きたいと思います。 

   次に、教員の負担軽減のための学校給食費の公会計化が進められております。この公

会計化については、どうかを伺いたいと思います。進捗状況はいかがでしょうか。 

○議長（廣野房男君） 教育部長。 
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○教育部長（山本晴彦君） 議員がおっしゃいますのは、地方公共団体による徴収について

ということでございます。現在は、給食費につきましては、各学校にて徴収していただ

き、学校教育課に納めていただいている。これを議員おっしゃいますのは、私どもが、

学校教育課が徴収をしてという意味ということだと思います。これにつきましては、現

時点でも教職員の皆さんから要望もございまして、地方公共団体のほうで徴収をしてほ

しいという要望はございますので、これにつきましても、国や近隣自治体の給食費の無

償化を含む取組を注視しながら、政策課題として取り組む準備はしていきたいと考えて

おります。でありますので、この時点におきまして、直ちに公会計化するという回答は

控えさせていただきたいと思います。 

○議長（廣野房男君） １４番、丸山議員。 

○14番（丸山千代子君） 学校給食費の公会計化につきましては、文科省が出しているわけ

でありますけれども、学校給食が有償である限り、事務職員や担任など削減をしていく、

負担軽減をしていくと、こういう考えの中で、これを実施をするとするならば、１校当

たり１９０時間の業務削減効果が見込まれると。こういう中で、国のほうも早急に取り

組むようにと促しているわけであります。そういう中で、準備をしていくということで

ありますけれども、まだまだ学校給食費無償化、この実現が見通しが立っていない中で、

来年度からやっぱり早速こうした負担軽減に取り組むべきではないかというふうに思う

わけでありますが、いかがでしょうか。 

○議長（廣野房男君） 教育長。 

○教育長（池田和博君） 学校給食の公会計化についてでありますが、現在学校には給食事

務をつかさどっていただけるような教員補助員も各校に配置がしてあって、実際にもう

教職員や学校事務職員でなくて、そういった方に給食事務をお願いされている学校もあ

ります。 

   一方で、教職員のここが自分も本当はやれるといいと思うんですけど、難しいのは、

例えばインフルエンザ等で欠席が始まった児童、生徒に保護者に連絡をするのに欠食を

するかどうかっていう判断を例えば依頼をする場合、そういうのがやっぱり学校現場で

ないと非常に難しい。タイムリーにそれを見ながらしばらく休むようであれば欠食扱い

にしましょうかっていうようなことを投げかけていくような、そういう間に立つような

話をするときには、ちょっとやっぱりこの事務局が役場にいるだけでは、そういったも

のが見えないっていうことになってしまうので、やるといいということは思ってますし、

教員補助員等も配置はしてあります。したがって、教員の事務はこれまでと、数年前と

比べれば正直かなり軽減されているということは思うんですけど、最終的にはもう無償

化の流れに沿って、そうなるのであれば、一切学校で徴収していただく機会はないので、

現状でいくと、そういう細かいことをやっていただきながら、一部教員補助員にその事

務を分担してもらいつつ、今後の流れを待っているというのが正直なところであります。 

○議長（廣野房男君） １４番、丸山議員。 

○14番（丸山千代子君） 給食事務の方が、こうしたことに携わっていくということは、そ

れは全校をやっているわけなんでしょうか。そうじゃなくて、それぞれの学校でいろん

な取組があるということであるならば、やはり一斉にこうした公会計化に取り組んで、



- 7 - 

教員の負担軽減を進めるべきではないかと思うわけであります。給食費を例えばそれが

納められないとなったときに、やはり何度も何度も請求に行かなければならないと。ま

た、そうしたお金の問題もあるわけでございます。そうしたことが、やはり公会計化に

することによって負担軽減が図られる。そして全小中学校においての負担軽減が図られ

るということであるならば、もうそれぞれの町村が取り組んでいるわけでありますので、

そうした流れになぜ早く取り組めないのかというふうに思うわけであります。ただ単に

給食事務職員を置けばいいという問題ではないわけですので、学校給食費が有償化であ

る限りは、やはりそうした問題にきちんと取り組むべきじゃないかというふうに思いま

す。文科省でも事務削減効果があるということで通知もしてきているわけでありますの

で、なぜ取り組めなかったのか、その辺のところを伺いたいと思います。 

○議長（廣野房男君） 教育長。 

○教育長（池田和博君） 先ほど来、申し上げているように、何も取り組んでいないわけで

はなくて、順次取り組んできて今のような形を作っていますので、教職員については、

学校事務の事務パソコン、そういった事務もかなり簡略化できるように、どの学校でも

比較的同じように、同じような形式で数字もほとんど入れれば会計を終わってしまうよ

うな、それから、要保護等のことについては、こちらのほうで教育委員会で事務的なこ

と、それから、支払い等もしているわけでありますので、教員については数字を確認を

していただくと、それから欠食等の事務については、これはなかなか本当に学校でなけ

れば、できないということでありますので、そういったことについてはお願いをしてい

るということで、以前と比べればかなり事務的な実際の事務もひっくるめて軽減をして

いるというふうに考えております。ただ、それがいいとは言ってないので、少しでもま

たやれることがあれば、教育委員会としては取り組んでいきたいということを考えてお

ります。 

○議長（廣野房男君） １４番、丸山議員。 

○14番（丸山千代子君） 愛知県の中でも公会計化に取り組んでいるところがあるわけであ

ります。ですので、公会計化に取り組んでいるところがあるならば、そうした教育長が

言われるようにいろんな給食費用の、個々の給食費の問題、例えば欠食をするとか、そ

うした届出、それの連係プレーの中で公会計化に取り組めるんじゃないかなと思うんで

すね。それがやっぱり先進のところの見ながらやっていく、そういう準備が必要じゃな

いかと思うんですが、いかがでしょうか。 

○議長（廣野房男君） 教育部長。 

○教育部長（山本晴彦君） 近隣市では岡崎市や蒲郡市につきましては、公会計化されてい

るというふうに資料の方で把握しております。町村では豊山町や設楽町、東栄町なども

公会計化しているというふうに聞いております。また、近くでは安城、みよし、豊根村

などは、もう既に完全無償化しているので、この徴収業務自体がないよというところで

ございます。 

   先ほど私が政策課題として取り組むと言いましたのは、今、教育長が申し上げたよう

に、保護者と学校の関係でどういうふうに給食の請求のほうをしているのか、それを学

校教育課が受けて請求してるのか、この辺を既に実践しているとこを調査研究して、シ
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ステムが必要なのか、どういうことをやるのが必要なのかは検討してまいりたいと思い

ます。 

○議長（廣野房男君） １４番、丸山議員。 

○14番（丸山千代子君） たとえ学校給食費無償化が実現をするとしたら、例えば、それが、

どれだけずれ込むか分からないと。こういう中で、もう本当に来年度から取り組むとす

るならば、それが１年でも２年でも負担軽減につながるわけであります。今、教員の多

忙化っていうのは相当全国各地でも教員の多忙化が言われている中で、ぜひ、公会計化

に取り組んでいただきたいということをお願いしたいと思います。 

   次に、高齢者福祉の充実についてお伺いをいたしたいと思います。 

   高齢化が進む中で、住み慣れた町で自分らしい暮らしを人生の最後まで自立して過ご

すことは、高齢者の願いであります。高齢になってきますと、身体的不調は避けられな

いものであり、手助け支援が必要です。支援をすることにより、自立した暮らし、生活

ができます。高齢者のひきこもりや日常生活支援など、福祉の充実を進めることを問う

ものであります。 

   そこで、まず第１点目に、生きがいデイサービスの問題であります。生きがいデイサ

ービスが令和７年度で突然廃止をすると福祉産業建設委員協議会で説明をされました。

生きがいデイサービスは、介護保険の対象外の高齢者も利用できる施設でありますが、

廃止をすることは高齢者福祉支援の後退ではないかと思います。この廃止の理由につい

てお聞きしたいと思います。 

○議長（廣野房男君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（谷川 啓君） 生きがいサービスの廃止でございますけども、介護保険当

初、介護保険に該当する方、簡単に言うと歩けない方は介護保険にフォローしましょう。

それで外れた介護予防の部分はどうするのって言ったときに、議員の提案もあり、県内

複数の自治体でも同様な生きがいデイサービスが始まったと聞いております。 

   しかし、介護保険の制度につきましては、平成２９年度に介護予防という歩けなくな

る前に歩ける状態を長く保ちましょうという予防事業に重点を置いた要支援という制度

が発足いたしました。そのことにより、生きがいデイサービスと重複するサービスがで

きることが可能となりましたので、今回廃止となります。 

   また、そもそも要支援にも該当しない方、もっと元気な方につきましては、地域包括

支援センターですとか、社会福祉協議会がやってます憩いの場、健康マージャンですと

か、モルックですとか、脳トレですとか、そういった地域の通いの場が大変充実してき

ましたので、今回官が手を引いて民にお任せしましょうという趣旨でございます。 

○議長（廣野房男君） １４番、丸山議員。 

○14番（丸山千代子君） この生きがいデイサービス、これが介護保険の対象者以外の方も

利用できるわけであります。介護保険の認定業務に当たって、やはりなかなか本来なら

ば要支援、要介護１、このように該当する人でさえも受けないという、そういう方もた

くさんございます。そうした方々が、この生きがいデイサービスに通えるとこういうこ

ともあるわけですので、そうした方たちの場を奪ってしまうのかということになるんで

はないでしょうか。そういうことから考えますと、やはり継続すべきではないかと思う
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わけでありますけれども、継続できない理由は何なのかお尋ねしたいと思います。 

○議長（廣野房男君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（谷川 啓君） 今行ってますいきいきデイサービスのまず現場でございま

すけども、老人福祉センターの山の斜面に建っております。建物についても福祉産業建

設委員会の委員の皆さんには現地見ていただきましたけど、よっこいしょというレベル

ではなく、よっこいしょよっこいしょのレベルの段差のある一角でやっております。そ

うしますと、本来あそこでできることっていうと、やっぱり工作ですとか、そういう脳

に刺激を与えることが中心となってしまいます。 

   しかし、議員おっしゃるとおり、中には介護審査を受けていただければ要介護ですと

か、要支援といったものに該当する方も多く見受けられます。そういった方については、

本来この方については忘れがちだなというならそういった脳トレを中心とした、そうい

ったデイサービスに行くのもいいし、もっとこの方については足の予防、足を強くして

ほしいという場合は、そういう体操を中心としたデイサービス、それぞれ町内ではいろ

んな特色を持ったデイサービスがあります。また送迎つきもあります。そういった本来

本人にとって一番ふさわしいとこであるデイサービスに行く視野を広げるという意味で、

今回官から民へお願いするものであります。 

   また預けられている間、家族の方については、ちょっとしたつかの間の休息だと思い

ます。その休息につきましても、今回要支援につきましては、もし例えばふだん見てる

お母さんが、奥様が旦那が入院したときに病院行かないといかんというときに、じゃあ、

おじいさんどうしようといったときには、そういったショートステイも使えるというこ

とで、介護認定を受けていただいて、要支援、要介護という判定が出れば、より御家族

にとってもよりよい環境でおじいちゃん、おばあちゃんと触れ合える形となると思い、

今回廃止というか、廃止といいますとあれですけど、利用者の方には卒業ということで、

利用者の方の御意見をもちろん伺っております。やっぱりな、やっぱり近くの人が普通

のデイサービス行くけど、私は生きがいデイサービス行ってるけど何が違うのかなって

いうのと、やっぱり民間の方のほうが、住民の方のほうがそういったことには少し分か

ってらっしゃると。やっぱりなくなりますよねっていうことで、今までありがとうござ

いますという御意見をいただいております。また、そういった御意見に廃止だから終わ

りではなく、１７人今利用されてますけども、一人一人、次のデイサービスが、次の方

向、方針まで、一人一人きめ細かく家族を交えて一人一人に御丁寧に対応させていただ

いて、御理解を得ようと思っております。 

○議長（廣野房男君） １４番、丸山議員。 

○14番（丸山千代子君） この生きがいデイサービスが始まるに当たって、宅老所と、こう

いうようなことも以前に要求もしてまいりました。この宅老所は言葉のとおり高齢者の

方がそこに行って１日を過ごすと、こういうようなところであります。こうしたことが

ひきこもり支援にもつながったりしてきているわけでありますし、この介護認定を受け

ない外れた方といいますか、受けてない人、対象外の人、こういう方たちの居場所にも

なるわけであります。この生きがいデイサービスは、週２日利用をされているわけであ

りますが、これを廃止をしたとするならば、その人たちがどこに行くのかということを
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考えないんでしょうか。 

   先ほど、地域包括支援センターなどが充実をしていると言われましたけれども、この

週２日、通える場所があるのかということでありますけれども、その辺の保障はどうす

るのか。これからどんどん高齢化が、高齢化率が高まってくるにつれて、こうした高齢

者が増えてくるわけであります。その高齢者の居場所としても、この生きがいデイサー

ビスは役割を担ってきたわけでありますので、そうした、それに代わるものをどう提供

していくのか、これについてはいかがなんでしょうか。 

○議長（廣野房男君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（谷川 啓君） 高齢者のその居場所という介護保険要支援に該当しない元

気な方につきましては、同じ答弁になって申し訳ないですけど、いこいの場として地域

包括支援センターですとか、社会福祉協議会がやります、そういういこいの場の成長を

ますます充実させたいと思っております。 

   今回、そういう場は町内に幾つあるかとおっしゃると、４９か所ございます。例えば

坂崎の公民館ですと火曜日、朝１時間おしゃべりをします。じゃあ、その後は、エアロ

ビやります。その後は、ヨガをやります。その後は、もう一個体操あったけどごめんな

さい忘れちゃいましたけど、そういったように、そういった地域の自主活動で１０人以

上のグループにつきましては、町のほうでトンネル補助でございますが、社会福祉協議

会のほうからそういった団体に補助と運営の最初のスタートの手助けをさせていただい

て、今４９か所ありますけど、これをますます５０でも１００でも、どんどん増やすよ

うに支援していきたいと思っております。 

○議長（廣野房男君） １４番、丸山議員。 

○14番（丸山千代子君） この生きがいでデイサービスにつきましては、専門職の方が当た

っておられるわけであります。地域包括支援センターも専門職の方がいるわけでありま

すので、そうしたところでは同じようなことかと思うんですけれども、先ほど言われた

のは、地域の公民館等での１時間ぽっちりのボランティアによるそうした居場所を作っ

ていくということから比べると、はるかに後退しているわけでありますので、そうした

ことがやっぱり保障していく、その立場からすれば、じゃあ、どこにどういうふうに計

画的に高齢者の居場所を確保していくのかと、その辺のところもきちんと計画を立てて、

そして、この生きがいデイサービスに代わるものを作っていくと、こういう考えはなか

ったのかと思うわけでありますがいかがでしょうか。 

○議長（廣野房男君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（谷川 啓君） まずは周知というか、使われる方に、町内ではこういうこ

とやってるんだ、こういうものがあるんだってことをまず知っていただくことが大事か

と思いまして、今月の９月号の広報こうた、敬老の日に合わせて特集を組ませていただ

きました。運動ですとか、フレイル予防ですとか、そういうことを、こういう活動を地

域の家の近くでやってますよっていうことをやっていますので、まずは周知することに

より活性化、利用者が増える、団体増えるというような、まず第１ステップとしては、

こういうものがあるよということを住民に知っていただこうと思っております。 

   また、一つの反省点としましては、それは町の財源とかお金を使うものですけども、
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そのほかにも、先ほど専門職とおっしゃったので一つ言わせていただくと、皆さん人間

ドックでおなじみのはるさき健診センター、あちらのほうでも専門の専門職の方が年間

７０日も、そういった血液をさらさらにする教室ですとか、運動にはこういったものが

いいですよとか、そういった講座やってますので、そちらについては私の反省ですけど

も、こういった広報に載せてないもんですから、もっと特集組んで、町のだけではなく、

そういった出先機関、関係機関がやっているもの、もっと言うなら町にはすばらしいグ

ラウンドゴルフ場ありますから、こんなグラウンドゴルフ場で皆さんこんなふうにやっ

てますよとか、そういったまずは周知をして、利用者、行っていただける方の底上げを

していきたいと思っております。 

○議長（廣野房男君） １４番、丸山議員。 

○14番（丸山千代子君） 今まで生きがいデイサービスにつきましては送迎つきであります。

しかしながら、これから部長が言われるように行うことをした場合、これは自分の足で

行かなくちゃいけない。どうやって行くのかと、その辺も考えられないんでしょうかね。 

○議長（廣野房男君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（谷川 啓君） 先ほどの要介護、要支援については、御存じのとおり送迎

つきですので何ら変わらないということはありますけども、少し何と言いますか、そこ

には当たらないただ免許返納した人っていうのは、もちろん福祉タクシーというのがあ

りますけども実際、さっきの一般質問でありましたように、チョイソコの需要が多いと

いうことがありますので、健康福祉部としては、まずはチョイソコの充実を総合計画の

ほうに乗せるとか、そういったことに支援して、町全体で高齢者のそういう免許返納し

ていただいた方、介護にも該当しない、この部分の人についてはフォローしていきたい

と思っております。 

○議長（廣野房男君） １４番、丸山議員。 

○14番（丸山千代子君） 私は何も地域包括支援センターが悪いって言ってるわけじゃない

ですよ。いずれにしても、この地域包括支援センター、このケアの充実というのは図ら

なければならないというふうに思いますので、こうした高齢者のひきこもりや日常生活

支援、こういうこと、あるいはフレイル予防、こうしたとにかく健康寿命を延ばしてい

く、こういうことの取組というものがこれから必要になってくるということであります。

そうした関係におきまして、地域包括支援センター、この充実、そして、また生きがい

デイサービスの廃止に伴って、それをフォローする、そうした地域包括支援センターに

なってほしいというふうに思うわけでありますが、そうしたことで、この充実について

どのように考えられるかお伺いしたいと思います。 

○議長（廣野房男君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（谷川 啓君） 地域包括支援センターのまずハード面でいいますと、北部

は現役館が独立しましたので、北部としては単独で大きなものがあります。南部につき

ましても、できたばかりのピカピカですので、立派なものがあります。ただ、中部につ

いては、御存じのように社会福祉協議会、昔で言う母子センター、それを平成の時代に

リフォームして今に至っておりますので、大変手狭かなという認識はありますので、先

の町長をはじめとした総合計画の位置づけの中では、社協のどこに移転までは書かない
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んですけども、そういった社協の移転として福祉の機関事務所でございますので、社協

の移転を総合計画に掲載して、さらなる社協にはリーダーシップを図っていただきたい

なと思っております。 

   また、対応する人数につきましても、１市１包括支援センター、マックスが基準とし

ては３,０００人から６,０００人ぐらいが１包括支援センターとしては望ましいという

基準がありますけども、今の１包括支援センターが抱えるそういった高齢者の人数とし

ては、先の一般質問とかぶって申し訳ないですけど、全体で９,０００人程度ですので、

各地区３,０００人ですので、どちらかというと下限の３,０００人というところで北、

真ん中、南と、万全の体制でやらせていただきますので、今後ともそのニーズに合った

ときには社協の移転ですとか、そういった関係性持ち、支援を充実させていきたいと思

っております。 

○議長（廣野房男君） １４番、丸山議員。 

○14番（丸山千代子君） この地域包括支援センターにつきましては、中学校区に一つとい

うような基本的なものがございます。そういう中で、私も度々とこの中学校区に一つと

いうことで要求をしてまいりました。ようやくこの地域包括支援センターが三つになっ

て、それぞれ活動ができるようになったわけでありますけれども、しかしながら、この

中心部において社協が運営しているこの地域包括支援センター、本当に手狭であります。

先ほどの生きがいデイサービスの受皿としても、こうしたことの充実を図るべきじゃな

いかというふうに思うわけでありますが、その辺のところはこれから基幹的な場所とし

て総合計画に盛り込んでいきたいということを伺いました。ぜひ、以前にも福祉会館と

いうようなことで要求もしてまいりましたし、それがもうかなり年数もたってきている

わけでありますので、ぜひとも、こうした社会福祉協議会の拡大ということで、基幹的

な場所としての役割を果たす、そうした場所にしていただきたいというふうに思います。 

   次に、高齢者のごみ出し支援の実施についてであります。 

   これは今まで、介護保険外の人たちのごみ出し支援というものもやっておりました。

ところが、昨年の４月からこれが廃止になりました。そして、このごみ出し支援であり

ますけれども、やはり日常生活において週に１回、今は２回、可燃ごみにつきましては

週２回でありますけれども、高齢者世帯におきましては、週に１回程度でもいいという

ようなことで、週１はやっていたわけであります。ところが、これが廃止をされたとい

うことで、非常に困ってみえる方もあるわけであります。 

   そうしたことで、高齢者の方がなぜ、このごみ出し支援がなくなったのかというよう

な訴えがございました。そこでお聞きしたいわけでありますけれども、この高齢者のご

み出し支援をやはり復活させるべきではないかと思いますがいかがでしょうか。 

○議長（廣野房男君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（谷川 啓君） 高齢者のごみ出しにつきましては、今一定の線引きをさせ

ていただいております。要介護認定を受けて、要は１人でごみ出しをできない方なら、

プラスざっくり言うと近くにお子さんとかいない場合は、ヘルパーさんがごみ出しをヘ

ルパー業務として、一環として出していただきます。ただ、ヘルパー業務ってどうして

も日中ですので、朝８時までに出すってことは不可能でございますので、そういった方
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につきましては、役場の車庫棟、バスは置いてあるとこですけど、そこの一角に日中好

きなときに出してどうぞという形で、介護ごみステーションという要綱を作りまして、

設置させていただいてます。そこにつきましては、カラスとか、そういったごみ出しに

心配ないように大きなごみ箱を置いて、蓋をして、臭い対策をして、毎週火曜日にごみ

収集業者さんである中部保全様が回収するということで、１週間、最大１週間ごみを置

きっ放しになってもにおいにならないような対策と日中の時間を提供させていただいて

おります。 

○議長（廣野房男君） １４番、丸山議員。 

○14番（丸山千代子君） それは介護認定を受けた方になるわけでありますので、介護認定

を受けていない虚弱老人の方とか、そうしたごみを出すことができないという、そうし

た支援にはつながらないわけであります。それを今までどおりにごみ出し支援としてや

るということができないのかと思うんですが、それはどうなんでしょうか。 

○議長（廣野房男君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（谷川 啓君） ごみ出しにつきましては、ちょっと健康福祉部だけではち

ょっと明確に答えできないとこはありますけども、福祉の目線で言いますと、例えば、

この一般質問の一定少し状況、各市町村の状況を確認しましたところ、例えば、田原市

さんでは色つきのごみ袋を出して、その色つきのごみ袋については、朝出せない高齢者

というときは昼ゆっくり出して、日中出してもいいですよ。ただ、色つきのごみ袋です

ので、時間外に出していますけど御理解くださいというのを田原市やっているというの

を聞いております。ただ、田原市につきましては、御存じどおり半島にありますので、

風が比較的強い、サーフィンで有名なところでありますので、においがあんまり気にな

らないので、そういうのが成り立つのかなと思ってます。 

   ほかにも少し考え、福祉目線で考えたときに、コンビニエンスストアのごみ、店長さ

んにお声かけしまして、ごみ出しどうしてますと、におわないですねって言ったら、イ

ナバの物置みたいな密閉されたところにごみを入れているというような手法を取ってい

ると聞きました。それでしたら、将来福祉目線だけで言うと、そういったさらに今は役

場庁舎１か所でしかありませんけども、ごみ出しについては、環境課ですとか、もちろ

んごみの当番という地域のごみステーションっていうのは地域で管理されてますので、

その調整等は要りますが、そういった他市町村の状況を踏まえて、少し今後の検討課題

とさせていただきたいと思っております。 

○議長（廣野房男君） １４番、丸山議員。 

○14番（丸山千代子君） この高齢者にとって、ごみ出しっていうのは非常に大変でありま

す。それが１週間に１回、１年、これが続くわけでありますので、そうしたことからす

ると、痛い体を引きずってごみ出しをしなきゃならんと。さらには、できないときもあ

ると。幸田町のこのごみステーションは、例えば住んでいるところから比べますと、例

えば遠いところにあると１キロぐらい歩かなくちゃいけない。例えば一つの事例を出し

ますと、桐山区行けばもっと長い距離を歩いていかなければならないと。こういうよう

な事情もあるわけでありますので、そうした困っているお年寄りのごみ出し支援をやは

りきちんと要望を聞き取りながらやっていただきたいと。これはお願いであります。 
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   次に、一人暮らしや高齢世帯の訪問活動、あるいは、困り事支援について伺いたいと

思いますけれども、こうした取組というのが、やはりこれからの高齢世帯、あるいは一

人暮らし世帯にとっては一つの自立につながるんじゃないかというふうに思いますので、

その辺のところは取り組むお考えがあるかどうかお尋ねしたいと思います。 

○議長（廣野房男君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（谷川 啓君） 高齢者の一人世帯の困り事につきましては、今現在動いて

ますのは配食サービスによる、手渡しによる配食のお声かけと状況と、民生委員さんに

訪問、同意していただいた方のみですけども、民生委員さんに訪問によって高齢者の状

況をさりげなく聞いていただくという、この２本立てが主なものでございます。 

○議長（廣野房男君） １４番、丸山議員。 

○14番（丸山千代子君） 今、地域に本当に一人暮らしの高齢者や御夫婦の高齢世帯が増え

てきております。そういう中で、やはりこうした高齢者の方たちのお困り事、そういう

ものを把握をしながら支援をしていく。そして、自立に向けて住み慣れた町で最後まで

生活をしていくと。こういうことがやはり願いでありますので、その辺のところもきち

んと福祉サービスの一環として取り組んでいただきたいというふうに思いますので、よ

ろしくお願いしたいと思います。 

   次の質問に参ります。 

   修学旅行費の無償化についてであります。義務教育はこれを無償という観点から、修

学旅行費の無償化を求めるものであります。義務教育における保護者の負担は、学校給

食費をはじめとして、ドリル代や副読本、教材費、部活動にかかる負担などがございま

す。義務教育に係る保護者の費用負担軽減のために、幸田町では、小中学校の修学旅行

費の助成をごく僅かでありますがしております。しかし、コロナ後、旅行費用、これが

軒並みに上がってきております。インバウンドなどもあり、修学旅行で利用する宿泊施

設が取れない事例もあります。また、物価上昇などで宿泊費用も上がってきております。

保護者にとっては経済的負担が増すばかりであります。そこで伺いたいと思いますけれ

ども、幸田町においては修学旅行費の一部補助、これをしているわけですけれども、こ

の補助しない部分について、この修学旅行費、過去５年間における推移について伺いた

いと思います。 

○議長（廣野房男君） 教育部長。 

○教育部長（山本晴彦君） 小中学校の修学旅行費について、過去５年間における推移とい

うことで、修学旅行費の経費について御回答させていただきます。 

   小学校の修学旅行費では、令和２年度総額約１,２３０万円、１人当たり平均にいた

しまして、２万５,９２０円。令和６年度総額約１,４９３万円、１人当たり平均にしま

すと３万１,６３７円で、１人当たりで約２２％の増加になっております。 

   中学校の修学旅行費では、令和２年度総額約２,２５７万円、１人当たり平均５万４,

２５０円。令和６年度総額約２,４３５万円、１人当たり平均にしますと５万７,４３３

円で、１人当たり約６％の増加になっている状況でございます。 

○議長（廣野房男君） １４番、丸山議員。 

○14番（丸山千代子君） 物価高騰で食材費等もどんどん上がってきている状況において、



- 15 - 

この修学旅行費等も小学校では２２％増、そして、中学校においては６％増というよう

なことで負担増となってきていることが明らかであります。この修学旅行費を無償化す

る必要額につきましては、今同時に答えていただきましたので分かりました。 

   それで、この修学旅行費の助成、これ過去には財政が厳しいと言って削減をされたま

まになってきております。当初の助成額と減額した経過説明についてお尋ねしたいと思

います。 

○議長（廣野房男君） 教育部長。 

○教育部長（山本晴彦君） 平成２０年度は、小学生１人当たり２,０００円、中学生１人

当たり２,５００円の助成をしており、平成２１年度から小学生１人当たり１,０００円、

中学生１人当たり１,５００円の助成としております。現在もこの金額でございます。

当時の財政事情により助成額を減額したものと考えております。 

○議長（廣野房男君） １４番、丸山議員。 

○14番（丸山千代子君） 過去に中学生の海外派遣があったわけでありますけれども、この

ときは全額中学生の海外派遣費用というのは町負担として派遣をしてきました。同時に、

そのときにも修学旅行費の助成の引上げということも言ってきたわけでありますけれど

も、残念ながら、このリーマンショックの後、財政が厳しいということで１５％削減と

いうことで、この助成額が減らされてきたわけであります。しかしながら、減らされた

まま復活もされてないということから考えると、今の状況下において、やはりこの小中

学校の修学旅行費の助成額の引上げと、これが必要ではないかというふうに思いますけ

れども、その考えについて伺いたいと思います。 

○議長（廣野房男君） 教育部長。 

○教育部長（山本晴彦君） 私も今回の御質問の中で勉強させていただいて、過去のこの事

実を把握させていただいたところでございますので、現時点では、これを元に戻すって

いう考えは今は持ち合わせておりませんけども、今後、給食費の無償化の動向も含め、

近隣市などの状況から、この修学旅行費の保護者への負担軽減について動向を注視させ

ていただいて、考えていきたいと思います。 

○議長（廣野房男君） １４番、丸山議員。 

○14番（丸山千代子君） この修学旅行費でありますけれども、子どもたちが本当に楽しみ

にしている修学旅行、これが小学校では最後の締めくくり、中学校でも最後の締めくく

りとして義務教育の一環として取り組まれているわけであります。そうしたことによれ

ば、本来義務教育は無償というこの観点からするならば、修学旅行費についても無償と

するべきではないかというふうに思うわけであります。 

   そうしたところで、東京都の方では、この修学旅行費の無償化が実現をしております。

それと同時に、ドリル代や副読本、教材費、隠れ負担と言いますけれども、こうした保

護者負担が次々と無償となってきている、こういうこともあるわけでございます。本来、

こうした無償化の立場からすれば、この修学旅行費も保護者負担の軽減からするならば、

無償化を取り組むべきではないかというふうに思います。その辺で、今現在はそうした

無償化も取り組めないということであるならば、やはりこの修学旅行費の助成額を引上

げするべきではないかというふうに思いますが、いかがでしょうか。 
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○議長（廣野房男君） 教育部長。 

○教育部長（山本晴彦君） 繰り返しになりますけども、修学旅行費の無償化、又は一部助

成につきまして、近隣市において一部助成も行われてない中で、今議員がおっしゃった

東京のほうでは無償化するという情報もございます。社会のこの修学旅行費への保護者

の負担の軽減についての動向を見ながら判断をしていきたいと思います。 

○議長（廣野房男君） １４番、丸山議員。 

○14番（丸山千代子君） 町長にお伺いしたいというふうに思います。この修学旅行は子ど

もたちが本当に楽しみにしているものであります。修学旅行に行くに当たって、それぞ

れそうした地域を調べながら、そして旅行に行っているわけであります。そうした観点

から、この保護者負担の軽減で今まで削ってきた部分を復活させて、さらに増額してい

くと。この考えがあるかどうか伺いたいと思います。 

○議長（廣野房男君） 町長。 

○町長（成瀬 敦君） 町全体の予算みたいなところをまた来年度の新年度予算で編成する

わけでありますけども、今、旅行費、全ての旅行関係経費、もちろんバス代もそうです

けども上がっておるということでありますので、小中学校の修学旅行費っていう視点で

はなくて、物価高騰の中で、来年度予算編成の中で、それぞれ経費が必要となる。また、

それによって義務的経費はもちろん増えていくわけですけれども、そういった全体のバ

ランスの中で、今言われたように、確かに小中学校の修学旅行に対する補助金は、リー

マンショックのとき以来下げたままでありますので、今言った全体のバランスを考慮し

ながら、必要性が考えることになると思うので、それは十分考えるに値する部門だなと

今議論しておりまして思いましたので、検討させていただきます。 

○議長（廣野房男君） １４番、丸山議員。 

○14番（丸山千代子君） ぜひ、そうした観点から、この助成額の引上げということで、子

どもたちが安心して、また、保護者負担の軽減で安心して取り組めるようにお願いした

いと思います。 

   以上で私の質問を終わらさせていただきます。 

   ありがとうございました。 

○議長（廣野房男君） １４番、丸山千代子議員の質問は終わりました。 

   ここで１０分間の休憩とします。 

                             休憩 午前９時５７分 

─────────────── 

                             再開 午前１０時７分 

○議長（廣野房男君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

   次に、７番、田境毅議員の質問を許します。 

   ７番、田境議員。 

○７番（田境 毅君） 議長のお許しを得ましたので、通告に沿って質問いたします。 

   一つ目のテーマ、わがまちの活性化についてであります。 

   現役世代が活躍しやすい行政区づくりを地域の環境に合致した合理性のある業務の改

廃などを質問します。 
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   第７次総合計画策定においては、第６次総合計画で顕在化した課題が解決をされ、さ

らなるわがまちの活性化に向けた、この先１０年の方向性が示されます。 

   現役世代の期待する町の姿は、活気がある、わくわくする、持続的に発展し続ける町

などが声として寄せられています。現役世代が将来の地域のリーダーとして活躍される

ことが望ましいと思いますが、多くの現役世代が仕事や家庭、子どもの部活動や習い事

など、何足ものわらじを履いて、夫婦ともに多忙な毎日を送られています。 

   そういった中で、行政区組織において、組や切れでリーダー業務を担っている実態が

あります。このような環境を改善するために、現役世代が活躍しやすい行政区づくりが

必要であり、行政区の業務が合理的で、実態に合った業務へ改廃する必要があると考え

ます。 

   現役世代から寄せられる声の主な観点は、ＩＣＴ機器を活用して業務負荷低減を図る

デジタル化や、そもそもやめてよい業務があるのではないかなどであり、地域の環境に

合致した合理性ある業務の改廃を望まれています。 

   これらはスポーツ推進委員をはじめ、女性の会や子ども会などの行政区の運営に必要

とされる様々な団体、こういったものも含めたものであります。これまでも適宜町とし

て意見の吸い上げや、対応をされてきたと認識をしておりますが、第７次総合計画策定

も進められる中で、行政区に係る取組をお聞かせください。 

○議長（廣野房男君） 総務部長。 

○総務部長（菅沼秀浩君） 行政区ごとに運営の仕方が異なっておりますので、地域のニー

ズや特性を生かした行政区づくりができるよう、日頃から区長はじめ、地域の皆さんの

御意見を伺うよう心がけているところでございます。 

   議員がおっしゃられますとおり、区長さんからは各種委員の推薦が大変であり、なか

なか引き受けてくれる人がいないという声があることは承知をしております。役場の中

でも、各種所管で各種委員について廃止できるもの、また、人数を減らすことのできる

ものを検討をしております。 

   令和６年度には、女性消防クラブと地域安全女性推進委員の休止や廃止をしてきまし

た。今後につきましても、業務の負担軽減になるよう区長をはじめ、地域の皆さんの御

意見を伺いながら、地域の課題に対してともに知恵を出し合い、最適な解決策を見つけ

ていきたいと考えております。 

○議長（廣野房男君） ７番、田境議員。 

○７番（田境 毅君） 既存業務を改善することで、業務負荷を低減するサイクルを回し続

ける必要があると考えますが、主な取組をお聞かせください。 

○議長（廣野房男君） 総務部長。 

○総務部長（菅沼秀浩君） 業務改善の取組といたしましては、令和６年度建設部におきま

して、土木事業や親切行政への要望、例えば側溝の破損、カーブミラーの補修、道路内

の草刈り等の要望につきましては、役場に出向くことなくＬＩＮＥで提出できる仕組み

を整え、区長会でも操作方法を御説明させていただきまして、大変好評を得ているとこ

ろでございます。区長の皆さんにおかれましても、進捗状況をスマートフォンから確認

をしていただくという、こういったことができるようになっております。 
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○議長（廣野房男君） ７番、田境議員。 

○７番（田境 毅君） 現状の動きを確認をさせていただきました。現役世代が活躍しやす

い行政区づくりを推進し、地域の環境に合致した合理的な業務改廃などを今後どのよう

に取り組まれるかお聞かせください。 

○議長（廣野房男君） 総務部長。 

○総務部長（菅沼秀浩君） 今年度の取組といたしましては、各区に依頼をしてますチラシ

等の全戸配布。これにつきましては、広報等で周知しているものや、回覧で済むものは

なくすよう役場内や外部団体に周知をしているところでございます。 

   さらに、今後はＤＸ推進の一環としまして、スマートフォンアプリを活用した災害時

の安否確認、この方法を整備するに合わせて、平常時にはアプリを区内の情報を共有で

きるようなツールを電子回覧板などとして活用できるよう、まずは全区ではなく、モデ

ル地区を選定して活用方法を検討していきたいと考えております。 

○議長（廣野房男君） ７番、田境議員。 

○７番（田境 毅君） 次に、区費など、集金に関する苦労の声が寄せられています。行政

区ごとの実態は様々ではあるものの、町からのアドバイスはその対策の切り口になり得

ると考えます。行政区が苦慮している集金関連の業務改善に対して、どのように取組を

推進されるのか教えてください。 

○議長（廣野房男君） 総務部長。 

○総務部長（菅沼秀浩君） 区費等の集金業務につきましては、若い世代の御家庭でキャッ

シュレス決済を望む声があると聞いております。町内のある区では、同一の金融機関の

口座を開設して、無料で区費の引き落としをネットバンキングで行っていると聞いてお

ります。そういった現金を扱わない徴収方法の事例等についても、区長会で紹介をして

いきたいと考えております。 

○議長（廣野房男君） ７番、田境議員。 

○７番（田境 毅君） 第７次総合計画策定の中で、行政区に対する新たな取組がありまし

たら、具体的に教えてください。 

○議長（廣野房男君） 総務部長。 

○総務部長（菅沼秀浩君） 行政区に対する取組といたしましては、コミュニティ活動の充

実を図るために補助を行っております。中でも学区単位で地域の課題解決に向けた取組

を行った場合に補助金を出す仕組みを設けております。 

   今後につきましては、若者への支援策といたしまして、若者がコミュニティの課題解

決に向けた取組の実施、またイベントの創生、他世代が交流できる居場所づくりへの取

組等を行った場合に、補助を出せるように考えていきたいというふうに思っております。 

   引き続き第７次幸田町総合計画に、現役世代でも区の活動に参加しやすい行政づくり

を目指すことを位置づけて、取り組んでまいりたいというふうに思っております。 

○議長（廣野房男君） ７番、田境議員。 

○７番（田境 毅君） 次に、国が推進するサロン、幸田町モデル構築を質問をします。 

   国の指導では、サロンは主に公民館を指すものであると認識をしております。公民館

などの公共施設ではない場所で、気の合う地域住民同士が趣味で集まったり、喫茶店や
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個人宅でお茶をしながら語り合う集まりなどが存在をしています。 

   令和６年１月の全国市町村国際文化研修所、ＪＩＡＭですが、こちらの研修において、

特定非営利活動法人全国コミュニティライフサポートセンター理事長から、誰もが役割

を持ち、生きていく地域共生社会の実現、これをテーマに福島県金山町の事例を学びま

した。金山町では、少子化の加速に伴う人口の減少、単身世帯の増加などから、家族、

地域とのつながりや人々の交流が希薄化し、児童虐待や８０５０問題、孤独、孤立など、

地域の福祉は多くの問題を抱えていたそうです。地域で幸せに暮らせる条件とはどのよ

うなものか、地域の暮らし、住民の暮らしぶりに直接触れて分かったことがあるそうで、

日常のつながりの中にある住民同士の支え合いに気づくこと、それから、気にかけや支

えたり支えられたりの関係を見える化すること、制度やサービスの充実と合わせて、つ

ながりも豊かであることと教えていただきました。 

   個別支援の強化をすることが、孤立支援にならないように配慮が必要であるが、近所

でつながり続ける関係性を、例えば中学生の頃から持ち続けることが課題解決の近道の

一つと気づきがありました。 

   本町においても、様々な場所で開かれている自発的な集まりも含め、横に広くつなが

ることが望ましいことから、行政が幅広くつながる幸田モデルの構築によって、将来も

住み続けたい町に近づくのではないかと考えます。 

   そこで、居場所づくりの主な取組をお聞かせください。 

○議長（廣野房男君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（谷川 啓君） 高齢者が集まる機会であるげんきかいや、お達者体操、ふ

れあい・いきいきサロンなど、既存の集まりとともに、地域包括支援センターが実施す

る事業が自主グループ化に発展することで、高齢者の通いの場としての居場所づくりや、

地域交流の促進に寄与しているところです。昨年度、町から社会福祉協議会への委託事

業、生活支援体制整備事業の中で、包括圏域単位で高齢者を対象とした憩いの場マップ

を作成しました。マップには、各地域老人クラブの活動や趣味による集まりの場など、

町内で４９の集まりの場を掲載して紹介しています。 

○議長（廣野房男君） ７番、田境議員。 

○７番（田境 毅君） 全ての世代が安心して過ごせる居場所づくりを期待する声が寄せら

れています。今後どのように取り組む考えかお聞かせください。 

○議長（廣野房男君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（谷川 啓君） 令和７年度からは、幸田町社会福祉協議会が地域の居場所

づくり事業を新たに開始し、通いの場マップに掲載された居場所や、あらゆる世代の居

場所づくりに対して金銭的支援を行うことで、地域団体の活動継続を支援しています。 

   第７期総合計画においても、地域活動における人材育成や、高齢者や子どもたちが安

心して過ごすことができる居場所づくりの整備について触れていく予定です。今後も既

存の集まりとともに、地域包括支援センターが実施する事業の自主グループ化への発展

や、趣味や趣向に合った活動による集まりへの側面的な支援を行っていきたいと考えて

おります。 

○議長（廣野房男君） ７番、田境議員。 
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○７番（田境 毅君） 次に、障害があっても社会参加できる環境づくりを質問いたします。 

   まず最初に、農福連携のあるべき姿に向けた施策を質問します。 

   障害があっても社会参加できる環境づくりは、障害者自身もその家族にとっても大変

切実な課題であると認識をしています。手段の一つとして農福連携があり、農業の担い

手不足解消と障害者の自立支援の狙いのうち、今回は福祉施策を観点に質問します。 

   農福連携に関する施策の充実が望まれていますが、課題も多いようで、現状は道半ば

と認識をしています。町の考える農福連携のあるべき姿をお聞かせください。 

○議長（廣野房男君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（谷川 啓君） 農福連携とは、農業と福祉を結びつけ、農業分野で障害が

ある人などの就労を支援する取組であります。障害のある人などに、社会参加と自立支

援を促すとともに、高齢化が進み、後継者不足が進む農業分野に新しい労働力を確保す

ることで、人手不足解消にもつながるものと考えています。特に福祉分野からの視点に

おきましては、障害のある人が農業への就労を通じて、生きがいや自立につながること

に期待をしているところでございます。 

○議長（廣野房男君） ７番、田境議員。 

○７番（田境 毅君） 農福連携事業として、役場庁舎前の広場では、花壇の維持管理に取

り組まれています。取組の詳細や事業における気づきをお聞かせください。 

○議長（廣野房男君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（谷川 啓君） 町では障害がある人の就労機会、生産活動、活躍づくりの

場として農福連携を推進するため、花福活動として、幸田町役場庁舎前広場の花壇の管

理を社会福祉法人愛恵協会に委託しております。 

   つどい作業場に通う障害のある人たちが花苗を栽培し、花壇に植栽し、役場庁舎前広

場の花壇を年間を通じて彩り豊かにしています。この活動は、役場に来庁される人たち

に対して、障害のある人たちの活動を見える化することで、障害者福祉への理解促進に

つながるとともに、障害のある人の自信にもつながるものと考えております。 

   また、愛恵協会の担当者からは、この活動を始めてから落ち着いた生活を送ることが

できている障害のある人が増えたという報告もいただいております。今後も花壇管理を

継続し、関係者と連携しながら、ほかの障害福祉サービス事業所等にも農福連携の意義

を知っていただけるよう周知してまいります。 

○議長（廣野房男君） ７番、田境議員。 

○７番（田境 毅君） 次に、障害のある人の親が将来も安心できる環境づくりを質問をし

ます。 

   障害があっても社会参加できる環境づくりは、障害者自身もその家族にとっても大変

切実な課題です。障害がある人の親が、将来も安心できる環境づくりを積極的に推進す

ることが望まれています。宿泊型自立支援施設みらいが指定管理者により運営されてお

り、利用者からは好評だと聞いています。宿泊型自立支援施設みらいに関する主な取組

をお聞かせください。 

○議長（廣野房男君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（谷川 啓君） 町では、将来一人暮らしやグループホーム等で自立した生
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活を送ることを望まれる障害のある人へ、宿泊体験を提供する宿泊型自立支援施設みら

いの運営を行っています。この取組は、他の自治体にはない町独自の取組になります。 

   みらいの運営は社会福祉法人愛恵協会に委託しておりますが、宿泊体験以外にも、利

用者登録者や今後みらいの利用を考えている人を対象に交流イベントの開催もしていま

す。 

   このイベントに親子で参加していただいた際には、保護者同士で悩みや経験を話し合

える貴重な情報交換の場となっています。みらいの運営を含め、このような活動を継続

的に実施し、保護者同士のネットワークづくりについて充実していきたいと考えていま

す。 

○議長（廣野房男君） ７番、田境議員。 

○７番（田境 毅君） 長嶺北部地区福祉医療ゾーン構想は大変大きな事業であり、地域住

民や関係各所と合意形成しながら、着実に進めていくことが肝要であると認識をしてお

ります。 

   利用者とその家族に喜ばれ、幸田町の発展や活性化につながる施策でなければならな

いと考えます。長嶺北部地区福祉医療ゾーンに関する取組をお聞かせください。 

○議長（廣野房男君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（谷川 啓君） 障害がある人の親亡き後を見据え、岡崎市内にある障害者

支援施設愛知県厚生事業団の愛厚藤川の里を長嶺北部地区福祉医療ゾーンへの移転を進

めています。 

   障害者支援施設は、障害がある人が日常生活や社会生活を送るための支援を受けられ

る入所型の施設で、主に生活支援、訓練、日中活動の機会、施設入所支援、医療的ケア

などの福祉サービスを行っています。岡崎市のみならず、愛知県内で実績のある愛知県

厚生事業団の施設が幸田町に移転することは、強度高度障害など、重度の障害がある人

を受け入れる受皿が増えることにつながり、障害がある人の親の安心にもつながるもの

と考えています。 

○議長（廣野房男君） ７番、田境議員。 

○７番（田境 毅君） 既存施設の利用状況は、幸田町在住者の利用は少ないと以前報告を

されています。一方、町内に施設があれば利用するとの声を聞いており、町民ニーズが

あると認識しています。ニーズに応えるべき福祉施設は、誘致に向けて努力するべきも

のであると考えます。障害がある人やその親が、将来も安心できる環境づくりを積極的

に推進すべきと考えており、今後の取組、こちらをお聞かせください。 

○議長（廣野房男君） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（谷川 啓君） 議員がおっしゃるとおり、現在、愛厚藤川の里への町民の

入所者は少ないものの、施設の受皿には制限がある中で、施設の利用を希望される方が

多く見えることを承知しています。施設に入所できる人に限りがある中で、自宅で暮ら

す障害がある人や御家族を支援するためにも、大きな組織が地域に存在することは、対

象者の安心につながるものと考えております。愛厚藤川の里の移転につきましては、事

業団としっかり協議し、事業を推進してまいります。 

   農福連携をはじめとした、障害がある人の社会参画や、その家族が将来に向けて安心
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できる環境整備につきましては、第７次総合計画にて掲載する予定をしております。 

○議長（廣野房男君） ７番、田境議員。 

○７番（田境 毅君） 第７次総合計画へ施策は反映することが確認をできました。現役世

代の活躍を促し、既設の団体の力を借り、誰もが活躍できる環境づくりによって、我が

町の活性化につながることを期待をして、二つ目のテーマに移ります。 

   二つ目のテーマ、交通の利便性がよい地域特性を生かした施策についてであります。 

   初めに、安全で円滑な交通体系構築を質問をいたします。 

   物流を担う大型トラックの町内走行経路の課題整理と対策など質問をしていきます。 

   交差点で信号待ちをしているときに、前方から右左折する大型車両が目の前に迫って

きて、ゆっくりと運転席横を通り過ぎる経験が皆さんあるのではないでしょうか。物流

や輸送を担う大型トラックやトレーラーは、その構造上、小さく曲がりにくく、積載物

などへのダメージを与えないよう、優しい運転に心がけているそうです。交通安全活動

として、近年では相手に道を譲る運転が実践されています。例えば、大型通勤バスの場

合、道路の幅が狭い場所では、バスの前を走る車両が進んだのにバスは進まずに対向車

をやり過ごす運転がそれに当たります。バスの後方で待つドライバーからすると、なか

なか進めずにいらいらすることもあるかもしれませんが、地域の皆さんに極力迷惑をか

けないよう、大型車両を安全に運行するための運転行動として御理解いただきたいとの

思いを聞きました。 

   また、物流大型トラックドライバーからは、曲がりにくい交差点が対策されると交通

事故リスクが減り、とてもありがたいとの声が寄せられており、今後の対策が期待され

ております。安全で円滑な交通体系構築を実現するには、物流を担う大型トラックの町

内走行経路の課題整理と対策を進める必要があると考えます。 

   町が道路管理者ではない場所も多く、課題整理や対策に向けた打ち込みを今後どのよ

うに取り組まれるのかお聞かせください。 

○議長（廣野房男君） 建設部長。 

○建設部長（鳥居靖久君） 町内における大型トラックの走行状況といたしましては、本町

にはものづくり関連企業が多く立地をしていることもあり、国道、県道をはじめ、主要

町道など比較的道路幅員の広い幹線道路を中心に、昼夜を問わずたくさんの大型車両が

走行している状況でございます。加えて今年３月の名豊道路の全線開通をはじめ、県下

地域の幹線道路ネットワークも年々整備をされていることからもあり、町内の幹線道路

は地域の物流を支える重要なインフラ施設となっており、町内を走る大型車両の通行量

といたしましても、今後も増加をしていくことが想定をされているところでございます。 

   そこで、道路行政を所管するものとして、多くの大型車両が町内を走行することで懸

念点や課題はと改めて問われますと、思いつく点は幾つか出てまいります。まずは、純

粋に町内の幹線道路を走る大型車両が増加をすることで、それに付随して生活エリアや

通学路の周辺地域まで大型車両が入り込んでくるケースが増えること。次に、町内の幹

線道路のうち、特に町道については、ある程度大型車両の通行を想定して築造されては

いるものの、いわゆる高規格的な道路を前提とした道路構造となってはいないため、大

型車両の通行増により道路のアスファルト舗装面や路面標示のライン等の劣化が促進さ
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れ、快適性や安全性が失われるだけではなく、維持管理費の増加にもつながる要因の一

つとなること。また、３点目に、議員が言われるように、交差点の平面的構造をはじめ、

山あいのカーブ区間、また極端に狭い路肩や部分的な未整備箇所の存在、さらには、信

号パターンや規制ラインの改善等、大型車が通行するに当たって支障となったり、利用

者から改善を求められそうな箇所が町内に何箇所か点在をしているということなどがあ

ると思います。 

   道路の計画や実際の築造に当たっては、道路や交差点の幅員や構造、規制内容等につ

きましては、国が示す道路構造令等をはじめとした様々な公的基準に基づき計画、設計

をされ、現場周辺の状況等も加味しながら公安委員会等の関係機関との協議、承諾を得

て決定をされます。 

   したがいまして、既存の施設構造や規制内容等をある理由により大幅に変えていくこ

とは、現実として正直なかなか難しいかなと思っておりますが、今後に向けての道路管

理者としての考え方といたしましては、まずは事業化された路線の整備促進はもちろん

でありますが、未整備区間の整備、部分的な狭小部の解消等も併せて優先的に進めてい

くことかなと思っております。 

○議長（廣野房男君） ７番、田境議員。 

○７番（田境 毅君） 次に道路案内標識によるドライバーの勘違い防止を質問します。 

   町内三つのインターにおいて、幸田須美インターに設置されている道路案内標識だけ

が、実際の道路配置と表示が合致しておらず、ドライバーの運転行動を惑わす要因とな

っていることから、交通事故の抑止が課題に挙げられています。幸田須美インターにお

ける主な事例では、交差点内で右カーブしている旧道を、名豊道路本線と勘違いをして

直進したものの、交差点内で右折だと気づいて交差点内で停車したり、後続の右折車を

確認せずに、急に進路を変更するドライバーが慢性的に発生しています。これらの要因

として、ほかのインターとは違い、周辺の道路全景が目視で把握できない形状になって

いることが挙げられます。 

   名豊道路開通当初は、交差点内には路面のカラー表示が施されていたことから、進路

を把握する一助になっていましたが、現在は全て消えており、補修計画もないことから

効果はなくなっています。過去の経験から、路面カラー表示の耐久性と補修費用、これ

は道路管理者が適宜補修しにくい問題が顕在化しており、中長期的な維持管理は難しい

手法と認識をしてます。交通量は想定されたとおり増加しており、将来の４車線化では、

さらなる交通量の増加に加え、道に不慣れなドライバーも増加すると想定がされ、交通

事故リスクは高まってしまいます。報道によれば、豊橋の道の駅では、このお盆休みの

売上げが２倍になり、道の駅を訪れる人の流れは右肩上がりと想定しており、そのアク

セス道路の安全対策の重要性は増しています。 

   それらに対する構えとしても、交通事故を未然に防ぐためのドライバーの勘違い防止

対策は必須であると考えます。ドライバーが交差点の周辺道路を認識できて進路を間違

えないことと、維持管理費用を抑止する対策として、道路案内標識の道路標示の改善を

することが最適と考えます。道路管理者に対してどのように取り組まれるのかお聞かせ

ください。 
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○議長（廣野房男君） 建設部長。 

○建設部長（鳥居靖久君） 須美インター交差点につきましては、近年多くの車両が利用す

ることもあり、ここ最近、地元の方より交通安全の観点から交差点に向かう道路脇の草

が繁茂しているをはじめ、議員が言われる交差点内の路面標示が消えている、交差点の

案内標識の表示が分かりにくいなどといったお声を町のほうへお寄せいただいているこ

とは承知をしているところでございます。 

   その後の対応につきましては、道路脇の雑草雑木につきましては、既に処理済みであ

ります。交差点内の路面標示につきましては、道路の管理者である愛知県において、昨

年度から順次ライン表示の復旧を実施していただいている状況であります。また、交差

点の案内標識につきましても、先般、既に町より管理者である愛知県に対して表示内容

の見直しの要望をしたところではありますが、県からはなかなか対応は難しいとの回答

でありましたので、実はその後、名豊道路の本線を管理しておられます国土交通省中部

地方整備局名古屋国道事務所へ、交差点においてドライバーが迷いなく走行できる対応

策はないかと相談をかけさせていただいたところ、早速、先日、同事務所から当該標識

は愛知県の管理となるので、その他の方法で車両を安全に、スムーズに本線へ誘導でき

るような方策を実施できるように検討しますと大変前向きなお返事をいただいたところ

であります。 

   抜本的な標識改善に向けては、再度県に対しまして要望をしていくつもりではおりま

すが、まずは国が直接対応を検討していただけるということで、大変ありがたく思って

いるところであり、当面の策としてしっかり国と連携してできる対応をやってまいりた

いと考えております。 

   また、もし同様に町内の別の交差点など、特定の場所において同じような交通安全上

のリスクを軽減するような対応が必要となる箇所がございましたら、そこは個別に現場

状況を確認、分析等をしながら、国、県などとの関係機関と協議、連携して、可能な範

囲で改善対応していきたいと考えております。 

   名豊道路の４車線化をはじめ、名浜道路や県道蒲郡碧南線、ＪＲ幸田駅前を起点とす

る県道芦谷蒲郡線など、町内の幹線道路は将来に向けて整備が促進をされます。 

   また、本町は今後も積極的に企業誘致も進めていくこととしており、県下周辺の地域

も含め、町内の道路における大型車両の通行は、議員言われるようにますます増加をし

ていくものと思われます。本町の道路行政を所管いたします担当部局といたしましては、

地域の物流を担う町内の幹線道路網について関係機関と連携しながら、道路利用者の利

便性向上のため、また、地域の安全度向上のためにも、しっかりと計画整備、そして管

理、保全していきたいと考えております。 

○議長（廣野房男君） ７番、田境議員。 

○７番（田境 毅君） 次に、道の駅筆柿の里幸田を活用し、活性化施策を地域資源の結節

点として集客、ＰＲ効果の最大化を質問いたします。 

   道の駅筆柿の里幸田は、地域内に存在する自然や歴史、文化、産業、都市機能などの

多様な資源が交わり、連携、交流することで新たな価値を生み出したり、地域の活性化

や持続可能な発展を促進したりする重要な場所や機能の中心地、いわゆる地域資源の結
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節点として、単なる資源の集積地ではなく、資源と資源、人と人が結びつくことで、地

域に新たな活力と持続可能性をもたらす戦略的かつ重要な機能を持つエリアと捉えるこ

とができます。 

   筆柿の里幸田が防災道の駅に選定されたことは大きなチャンスと捉えることができま

す。これまでの課題解決をはじめ、地域に新たな活力をもたらす戦略的な施設機能の拡

充を図るまたとない機会であると考えます。 

   これまでの道の駅では、町内特産物の販売を通じて、幸田町を広くＰＲし、集客する

ための季節イベントの開催や品ぞろえの工夫、いつでも清潔で安全な施設管理など、誰

もがまた来ようと思ってもらえるように、従業員一丸で知恵を絞って運営されています。 

   名豊道路が３月に全線接続されたことにより、交通量も道の駅利用者も右肩上がりで

増加傾向にあります。現状の課題をお聞かせください。 

○議長（廣野房男君） 環境経済部長。 

○環境経済部長（大熊隆之君） 道の駅筆柿の里幸田は、地域振興や観光促進、また地元産

品の販売拠点としまして重要な役割を果たしております。特に議員の言われるとおり、

名豊道路が全線開通したことによりまして、さらに利用者が増加している状況でありま

す。しかしながら、現在の道の駅の利用者は町外からの集客が多く、経路地としての利

用がほとんどでありますので、来場者自体は多いわけではありますが、利用者の客単価

が低く、集客を収益につなげられていないことが課題として認識しております。このほ

かにも、運営や機能面におきましては、駐車場不足や産直品の品薄、また、新しい商品

の開発など、様々な課題が存在しております。 

○議長（廣野房男君） ７番、田境議員。 

○７番（田境 毅君） 今後は、自転車やランニングで立ち寄る旧道からの利用者や、近隣

市からの利用者も視野に、明確な目標設定とターゲットの具体化を行い、その上で、適

切な媒体選定や競合調査、顧客ニーズの把握などを行うことで、集客ＰＲ効果の最大化

を図る必要があると考えます。方向性をお聞かせください。 

○議長（廣野房男君） 環境経済部長。 

○環境経済部長（大熊隆之君） 集客ＰＲ効果の最大化を図る必要性は承知をしておるとこ

ろであります。道の駅筆柿の里幸田は、マーケティング基礎データが不足をしておりま

して、来訪者ニーズに応じたサービス改善が必要であります。 

   そこで、本年４月に採択をされました第３ステージ応援パッケージによりまして、道

の駅の再定義を行い、経済の循環、いわゆるお金が道の駅へ落ちるような仕組みを構築

していきたいと考えております。そのためには、あくまで仮称ではあるのですが、道の

駅機能強化重点整備検討委員会を設置しまして、地元の意見を中心に取り入れながら、

一方で、専門分野の意見も取り入れて進めていくことを考えております。 

   また、道の駅の産直施設におきましては、町特産品だけでは品薄状態でありまして、

例えば近隣の産品や、本町と協定をしている自治体、団体などの産物なども取り入れて

いくなど、新たな仕入れルートの発掘にも検討が必要であると考えております。 

○議長（廣野房男君） ７番、田境議員。 

○７番（田境 毅君） 次に、持続可能な地域づくりのための雇用創出を質問をします。 
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   道の駅のリニューアルにより、道の駅エリアを活用した雇用創出は課題と捉えていま

す。本町が取り組む３駅プラス１のエリア外であることからも、地域に新たな活力と持

続可能性がもたらされることが期待をされます。道の駅施設とその周辺エリアを総合的

に開発することで、課題解決が図れるのではないでしょうか。須美南山の林道管理は須

美区へ委託しており、沿線の町有地活用は課題とされています。 

   道の駅リニューアルは、地域住民の新たな働く場の創出や、最後まで住み慣れた場所

で暮らし、行政区の活性化につながる取組と捉えています。考えをお聞かせください。 

○議長（廣野房男君） 環境経済部長。 

○環境経済部長（大熊隆之君） 議員の言われますとおり、須美南山地区に本町の山林を所

有していることは承知をしております。そこで今後、予定としております第３ステージ

応援パッケージの検討項目としまして、道の駅のリニューアル等によりまして、例えば

体験農園などの施設を併設し、幸田町特産物のＰＲ並びに収穫体験を実施することなど

を考えております。また、子育て応援施設、例えばキッズパークのような施設なども検

討できればと考えております。 

   このように施設を増設することなどによりまして、新たな担い手の創出や、雇用対策

にもつなげていきたいと考えております。 

○議長（廣野房男君） ７番、田境議員。 

○７番（田境 毅君） 次に、子育て世代が自然と集まる道の駅エリアづくりを質問をしま

す。 

   子育て世代からは、子どもが楽しめる町内施設を望む声が寄せられています。京丹波

町の道の駅では、本町のゲートボール場上屋テントのような屋外エリアが設置をされ、

道の駅利用者の集客や町民参加イベントが開催されてにぎわっています。戦略的ににぎ

わいを創出するためには、特に子どもが楽しめる施設であると家族そろって利用される

ことから、集客効果が高いと想定をされます。加えて、雨天時でも遊べる施設を望む声

が寄せられています。町民も集まりやすく、子育て世代が自然と集まる道の駅エリアづ

くりを考えるべきかと思いますが、今後の取組をお聞かせください。 

○議長（廣野房男君） 環境経済部長。 

○環境経済部長（大熊隆之君） 議員の言われますとおり、町民の子どもたちが楽しめる場

の提供が必要でありまして、子育て世代の公園デビューなど、地方創生を加速する拠点

施設としまして、この道の駅の必要性を感じております。また、雨天時でも遊べるキッ

ズパークのような子育て応援施設などの要素も取り込みながら、町外の観光客のみなら

ず、町民の子どもたちから大人まで利用できる施設としてリニューアルを考えていかな

くてはならないと感じております。 

○議長（廣野房男君） ７番、田境議員。 

○７番（田境 毅君） 次に、利用するドライバーが休憩しやすい環境づくりを質問します。 

   この観点は道の駅の本来の姿かと思います。現状は、駐車区画拡張を行ったのにもか

かわらず、残念ながら、それを上回る利用台数で駐車できない問題が解消されておりま

せん。トラックドライバーの休憩時間厳格化や交通量の増加、利用者の増加などが主な

要因と考えられます。平日の駐車区画の利用状況を見ると、セミトレーラーが区画に収
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まらず、２区画分を使用する光景も目にします。特に、昼食時の路上駐車は慢性化して

おり、道の駅敷地内の安全確保のために、駅長が都度直接注意をされていると聞いてい

ます。 

   すぐにできるソフト対策として、ドライバーに駐車場を上手に利用してもらう声かけ

が挙げられますが、対応の負担は相当なものと推察します。加えて、道の駅イベントが

開催されると、駐車場の確保が難しい状態になっていることを聞いています。駐車区画

以上の来場は見込めず、もったいない状態になっているとも聞いています。これらから

利用するドライバーが休憩しやすい環境づくりを推進する必要があると考えます。どの

ように取り組まれるのかお聞かせください。 

○議長（廣野房男君） 環境経済部長。 

○環境経済部長（大熊隆之君） 現在の道の駅駐車場の台数でありますが、普通乗用車用が

３８台、トラックなどの大型車両が４１台、これに身体障害者用の２台と、あとＥＶ用

が２台の計８３台となっております。しかしながら、この駐車台数では名豊道路が全線

開通したことなどから、慢性的に満車状態となっておりまして、駐車場の不足が露呈を

しているところであります。このことから、駐車場がなく駐車できないため、道の駅を

素通りしてしまうドライバーが多いことも承知をしております。 

   そこで、案としましては、同一敷地内に普通自動車用とトラックなどの駐車場を混在

させるのではなく、普通自動車専用とトラックなどの大型車両を別の敷地に分けて確保

しまして、新たに設置する大型専用駐車場にはトイレや自販機コーナーなどを設置をす

るような提案をしていきたいと考えております。普通自動車専用駐車場には、売店や産

直施設などの売場をはじめ、イベントが開催できるようなスペースを提案していきたい

と考えております。 

○議長（廣野房男君） ７番、田境議員。 

○７番（田境 毅君） 次に、防災道の駅が目指す姿との整合性を質問します。 

   具体的な検討がこれから進められるタイミングであると認識していますが、防災道の

駅の目指す姿との整合性についてお聞かせください。災害時の利用想定と幸田町として

の方針の整合性はどのようになるのかお聞かせください。 

○議長（廣野房男君） 環境経済部長。 

○環境経済部長（大熊隆之君） 防災道の駅は、愛知県の広域的な災害拠点となりますので、

災害時には国や自衛隊などの活動車両等が使用することとなります。したがいまして、

幸田町に特化した防災対策ではなく、広域的な防災対策としての活用となるわけであり

ます。しかしながら、例えば人命救助や災害復旧など、町内で救助、援助が必要となっ

た状況になった場合には、当然ながら町内にある施設でございますので、いち早く対応

していただけると考えております。 

○議長（廣野房男君） ７番、田境議員。 

○７番（田境 毅君） 道の駅のＢＣＰとの整合性はどのようになるのかお聞かせください。 

○議長（廣野房男君） 環境経済部長。 

○環境経済部長（大熊隆之君） 昨年度に道の駅独自のＢＣＰを策定しております。これに

は防災道の駅の選定にＢＣＰの策定が必要でありまして、国のガイドラインを基に、国
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交省所管の名古屋国道事務所と協議し策定したものとなります。今後も同事務所と毎年

行っておりますＢＣＰの変更などを含め協議していきたいと考えております。 

○議長（廣野房男君） ７番、田境議員。 

○７番（田境 毅君） 次に、国の方針と町の方針との整合性これを質問いたしますが、こ

れはどのようになるのかお聞かせください。 

○議長（廣野房男君） 環境経済部長。 

○環境経済部長（大熊隆之君） 国と町との防災対策の方針につきましては、基本的には国

と同様の考えでありますので、今後防災道の駅におきまして、国の防災部局との連絡調

整を密にし、国と整合性を図れるよう協議をしてまいります。 

○議長（廣野房男君） ７番、田境議員。 

○７番（田境 毅君） 安全で円滑な交通体系構築や、今後議論が深まる道の駅筆柿の里幸

田を活用した活性化に向けて、この巡ってきたチャンスを逃さずに最大の効果が得られ

ることを期待をし、私の一般質問を終わります。 

   ありがとうございました。 

○議長（廣野房男君） ７番、田境毅議員の質問は終わりました。 

   これで一般質問を終わります。 

   以上をもって、本日の日程は終わりました。 

   次回は９月８日月曜日、午前９時から再開します。 

   本日一般質問された議員は議会だよりの原稿を、９月１８日木曜日までに事務局へ提

出をお願いします。 

   長時間大変お疲れさまでした。 

   本日はこれにて散会といたします。 

                            散会 午前１０時５７分 
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